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学区 平野学区 

主な相手先 我ら平野探偵団、平野学区わがまちをつくる会 

日時 ２０１９年４月１８日（木曜） 

概要 
①「平野学区らしい」と思う伝統的な行事や活動の共有 

【平野学区（周辺を含む）の社寺や歴史的資源】 

○義仲寺 

○義仲寺の巴地蔵 

○芭蕉の墓、義仲の墓 

○義仲寺にある若冲の天井画（レプリカ） 

○平野神社の本殿は文化財級の建物 

○平野神社のクスノキは中が祠になっていたが切ってしまった 

○石坐神社 

○正徳寺：本堂が珍しい 

○竜が丘俳人墓地：芭蕉の弟子 10数名、無名俳人の墓 

○荒堀墓地に義仲寺墓石がある。 

○多数のお地蔵さん（信仰については不明） 

○北向地蔵：他の地蔵は南を向いているが、ここは北を向いている。納骨堂との繋

がりがある 

○石灯籠 

○旧東海道がクランクしている所は総門の跡、下を流れる川は総門川と呼ぶ 

○路地の事を辻子と言う 

○処刑場の跡：相模川の横にお地蔵さんがある 

○久野久の実家跡 

○遊郭の跡 

 

【社寺の祭礼や行事など】 

○義仲寺の法要 

○木曽義仲の命日に毎年長野県の木曽から木曽踊りに来る（27年くらい前から） 

○70～80代以上の人は義仲寺で踊っていた経験がある 

○時雨忌：毎年 11月第２土曜日に義仲寺で行われる。松尾芭蕉の命日（新暦） 

○義仲寺に古い数珠がある 

○地蔵盆（数珠回し）８月 23日に近い土日に行われる。子供が集まる 

○地蔵盆の行事：布、木箱入り地蔵 

○平野神社の蹴鞠 

○膳所五社祭り 

○石坐神社の夏越の祓 

○山の神がある？ 



 

【その他の地域の活動】 

○芭蕉の結社がある 

○芭蕉会館：俳句の道場 

○平成８年に芭蕉と義仲の会を設立した 

○松田魚伊（湖魚、うなぎの店） 

○膳所茶 

○夜回り（年末） 

○ラジオ体操 

 

【伝承や伝説など】 

○奥津姫 

○龍神さん 

○観音さんが竹生島の向こうの菅浦から飛んできた伝説がある 

○左場之助：坂本まで馬で湖を渡った伝説がある 

 

②地域の活動や歴史的建造物を守るために必要なことやそのアイディア 

【現在行っている活動】 

○「ひらの再発見」の冊子を発行した。教材として活用できないか 

○膳所駅前に芭蕉の句碑を建立予定 

 

【情報発信に関する課題】 

○道路マップの案内が古い 

○膳所駅から義仲寺への案内が無い 

○存在を知ってもらうための情報発信 

○地元の人に知ってもらう必要がある 

 

【平野学区の歴史的資源や観光に関する現状と課題】 

○義仲寺に駐車場が必要 

○歩行者空間の整備が必要 

○俳人墓地の管理 

○俳人墓地の整備とＰＲが必要 

○長屋が取り壊されている 

○保存しようとする意識が無い 

○芭蕉会館の整備とＰＲが必要 

○芭蕉句碑の整備と保護が必要 

○ハロウィンだけで無く賑やかにする必要がある 

○地域活動への若者の参加 

○資金が無い 

 

【歴史的資源を守り、活性化に繋げるためのアイディア】 

○芭蕉の像を建てる 



○義仲と巴の像を駅前に 

○建物内の一部スペースでも良いので芭蕉の博物館があると良い 

○建造物の保存 

○歴史散策マップの作成 

○人に焦点を当てた観光ルート 

○歴史を広めて膳所を賑やかなまちにしたい 

○担い手、語り部を育てる 

 

 


